
令和５年度当初予算の概要について 

 

１ 予算編成の基本方針 

 

令和４年度の日本経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、緩

やかな持ち直しが続いています。その一方で、世界的なエネルギー・食料価格の高騰や欧米

各国の金融引締め等による世界的な景気後退懸念など、我が国経済を取り巻く環境には厳

しさが増しています。 

こうした中、政府は景気の下振れリスクに先手を打ち、民需主導の持続的な成長経路に乗

せるため、「物価高・円安への対応」、「構造的な賃上げ」、「成長のための投資と改革」を重

点分野とする「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」を令和４年10月28日に閣

議決定し、その裏付けとなる令和４年度補正予算が編成されました。 

令和５年度の政府予算編成においては、国内外の重要課題に対して道筋をつけ、未来を

切り拓くため、速やかに行うべく必要な対策を講ずるとともに、足元の物価高を克服しつつ、

経済再生の実現に向け、人への投資、科学技術・イノベーション、スタートアップ、ＧＸ、ＤＸと

いった成長分野への大胆な投資、少子化対策・こども政策の充実等を含む包摂社会の実現

等による新しい資本主義の加速や成長と分配の好循環が示されたほか、「経済財政運営と

改革の基本方針2022」（令和４年６月７日閣議決定）を踏まえつつ、いわゆる「16か月予算」の

考え方により、令和４年度補正予算と一体として編成され、一般会計総額114兆3,812億円で

過去最大を更新する規模で閣議決定されたところです。 

地方財政計画の規模については、地方税のほか、地方譲与税や地方交付税の原資となる

国税収入の増加が見込まれることから92兆400億円程度（前年度比1兆4,482億円程度の増）

となっており、地方の一般財源総額においては、普通交付税の交付団体ベースで62兆1,635

億円（前年度比1,500億円増）とされ、地方交付税についても18兆3,611億円で前年度比3,073

億円、1.7％の増とされている一方、臨時財政対策債においては9,946億円で前年度比7,859

億円、44.1％の大幅減とされています。 

本町においては、地方財政計画に示された伸び率などを踏まえ、地方譲与税や地方消費

税交付金などの一般財源収入を見込むとともに、地方交付税については前年度の交付実績

と同程度で見込んだところです。 

歳出では、集中的に実施してきた公共施設の整備、自然災害に伴う災害復旧事業などに

より増高を続けてきた公債費が減少に転じた一方で、少子高齢化に伴う社会保障や各種施

策の実施に伴う扶助的な経費は依然として右肩上がりとなっており、人口減少社会を見据え、

自立した地域を維持していくための地域振興や人口減少への対応、多発する自然災害に対

する応急・恒久的対策をはじめ、老朽化している公共インフラの長寿命化、公共施設の改築

など様々な課題に対応するための継続的な財政需要も想定しなければならず、中長期的な

収支見通しに基づいた自治体経営の更なる効率化・安定化が重要となっていることから、令
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和４年度補正予算と一体として「16か月予算」の考え方のもと編成したところです。 

中でも、事実上、今年度において建設に着手する新子どもセンターのほか、令和７年度の

竣工をめざす上富良野町立病院の建て替えについては、本町にとって過去最大規模の投資

額になることに加え、令和12年３月には埋め立て容量の上限を迎える一般廃棄物最終処分

場の新規造成と老朽化に伴うクリーンセンターの建て替えなども今後10年以内に予定されて

おり、これら大型普通建設事業の建設時において必要とされる財源はもとより、建設後にお

いて予定される地方債の償還財源の確保は喫緊の課題であり、今後数年間における歳出圧

縮による財源の捻出と、健全性を維持し、かつ持続可能な財政構造の構築が急務となってい

ます。 

このような状況の中、本年度の予算編成にあたっては、第６次上富良野町総合計画10カ年

の５年次となることから、定めたまちの将来像である「暮らし輝き 交流あふれる 四季彩のま

ち・かみふらの」のさらなる具現化とともに、町民の負託を受けた「活力あるまちづくり 魅力あ

るまちづくり 持続可能なまちづくり」の実現に向け、各事務事業の評価・検証をもとに政策の

優先性を判断し、事業の取捨選択を行うとともに、限られた財源の中で、それぞれの事務事

業がより高い行政効果を生み出すよう予算編成を行ったところです。 

 

 

２ 予算の全体像 

 

歳入においては、町税では個人・法人町民税は実体経済の回復が税収増につながると見

込んだほか、軽自動車税では自家用乗用車の増などを見込み、町税全体としては前年度比

3,113万８千円の増としています。地方交付税・臨時財政対策債については地方財政計画で

示された内容を勘案しつつ、普通交付税については、令和４年度において想定していたほど

の落ち込みがなかったこと、示された算定費目の伸び率などを考慮し4,700万円の増、特別交

付税については、更なる地域おこし協力隊制度の活用などの算定対象事業費の増により

2,000万円の増、臨時財政対策債については示された減少率を参酌し１億300万円の減としま

した。地方債については、防災行政無線整備（デジタル化）は皆減しましたが、公営住宅建設

事業にかかる通常債の発行、過疎対策事業債については、ハード分で１億1,730万円、ソフト

分で5,490万円を計上したところです。 

一方歳出においては、予算編成過程においてすべての行政経費について今一度総点検し、

新たな視点をもって予算編成を行うことを目的とした「積み上げ要求及び１件審査方式」を継

続し、予算計上額の精度を高めることにより、経常経費の圧縮と一般財源の流動性向上を図

ったところです。 

これまで進めてきた安全・安心な暮らしの確保、地域の魅力向上への取り組み、地域経済

の活力再生に向けた各種施策を継続することはもとより、新たに実施する事業の判断におい

ては、政策調整会議における事務事業評価制度に基づく事前評価により必要性・有効性・効

率性・緊急性・優先性などを勘案し、産前・産後の切れ目のない支援のほか、学校だけでは
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ない多様な学びの場や居場所を提供する教育支援センターの設置、「十勝岳ジオパーク」の

拠点である郷土館の改修や住宅改修補助、防災ハザードマップの更新、地域おこし協力隊

の増員にかかる予算を計上するとともに、令和４年度補正予算で繰越明許費として設定した

新子どもセンター建設工事の着工が予定されています。 

また、町立病院建て替えに伴う地方債の償還財源確保に向けた取り組みとして、令和５年

度予算編成において目標としていた「当初予算における減債基金積み立て」についても1億

円の確保を図ったほか、他の公共施設や公共インフラの老朽化に伴う長寿命化対策に要す

る費用についても所要額を措置したところです。 

これらを見込んだ収支の財源調整においては、各目的基金の支消目的に沿った繰り入れ

により対応したところですが、財源調整のための財政調整基金は支消することなく令和５年度

の予算編成を行い、財政の健全性向上を図ったところです。 

この結果、本年度の一般会計予算は76億8,300万円、令和４年度当初予算比で4,000万円（ 

▲0.5％）の減、一般会計・特別会計・公営企業会計を合わせた町の予算総額では133億

1,969万2千円で前年度比４億7,594万円（3.7％）の増の予算規模となりました。 

-3-



一般会計 

【会計別予算の規模】 

(単位:千円・％) 

  

区　　分 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

一般会計 7,683,000 7,723,000 ▲ 40,000 ▲ 0.5

特別会計 3,286,850 3,521,008 ▲ 234,158 ▲ 6.7

企業会計 2,349,842 1,599,741 750,101 46.9

合　　計 13,319,692 12,843,749 475,943 3.7
 

 

【年度別当初予算規模の推移】 

(単位:百万円) 
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一般会計 

３ 各会計予算の概要 

(１)一般会計の概要 

①歳入の状況 

【歳入款別集計表】 

(単位:千円・％) 

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

町　税 1,051,238 13.7 1,020,100 13.2 31,138 3.1

地方譲与税 129,200 1.7 129,500 1.7 ▲ 300 ▲ 0.2

各交付金 382,700 4.9 347,400 4.4 35,300 10.2

地方交付税 3,088,000 40.2 3,021,000 39.1 67,000 2.2

分担金・負担金 11,796 0.2 9,136 0.1 2,660 29.1

使用料・手数料 141,077 1.9 142,555 1.9 ▲ 1,478 ▲ 1.0

国庫支出金 1,157,064 15.0 1,389,397 18.0 ▲ 232,333 ▲ 16.7

道支出金 607,535 7.9 603,250 7.8 4,285 0.7

繰入金 153,070 2.0 134,819 1.8 18,251 13.5

繰越金 60,000 0.8 60,000 0.8 0 0.0

諸収入 219,691 2.9 195,495 2.5 24,196 12.4

町　債 356,700 4.6 473,000 6.1 ▲ 116,300 ▲ 24.6

その他 324,929 4.2 197,348 2.6 127,581 64.6

合 計 7,683,000 100.0 7,723,000 100.0 ▲ 40,000 ▲ 0.5

科 目
令和５年度 令和４年度 比較増減

 

 

【令和５年度歳入款別構成】 
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一般会計 

【自主財源・依存財源】 

(単位:千円・％) 

金額 構成比 金額 構成比

自主財源 1,961,801 26.0 1,759,453 23.0 202,348

依存財源 5,721,199 74.0 5,963,547 77.0 ▲ 242,348

合 計 7,683,000 100.0 7,723,000 100.0 ▲ 40,000

増減
令和５年度 令和４年度

区分

 

自主財源について、ふるさと応援寄附モニター事業による自主財源の増のほか、防災行

政無線整備(デジタル化)事業の完了に伴う、国庫支出金や町債の依存財源の減により、昨

年度と比較して３ポイント上がっています。 

依然として依存財源が多くを占める脆弱な財政構造は変わっていない状況です。 

 

【一般財源・特定財源】 

(単位:千円・％) 

金額 構成比 金額 構成比

一般財源 4,849,134 63.0 4,829,542 63.0 19,592

特定財源 2,833,866 37.0 2,893,458 37.0 ▲ 59,592

合 計 7,683,000 100.0 7,723,000 100.0 ▲ 40,000

区分
令和５年度 令和４年度

増減

 

一般財源の増については、国の地方財政計画を参考に算出した地方交付税、各交付金の

増及び臨時財政対策債の減が主な要因となっています。また、特定財源の減については、新

型コロナウイルスワクチン接種事業及び防災行政無線整備(デジタル化)事業の完了に伴う、

国庫支出金の減が主な要因です。 
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一般会計 

■ 町税   

１０億５，１２３万８千円 (対前年度予算比 ３，１１３万８千円 ３．１％) 

 

令和５年度の町税収入は、令和４年度課税状況に基づき環境性能割を除く税の増を見込

でいます。 

(単位：千円・％) 

税　　目 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

個人町民税 489,400 475,400 14,000 2.9

法人町民税 48,700 43,000 5,700 13.3

固定資産税 386,722 385,180 1,542 0.4

軽自動車税 32,216 30,020 2,196 7.3

環境性能割 2,000 2,000 0 0.0

たばこ税 84,000 77,000 7,000 9.1

入湯税 8,200 7,500 700 9.3

合　　計 1,051,238 1,020,100 31,138 3.1
 

 

【町税の年度別推移】 

(単位:百万円) 

 

※注  平成２６年度から令和３年度は決算額、令和４年度は決算見込み額、令和５年度は当初予算額 
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一般会計 

■ 地方譲与税・各交付金 

５億１，１９０万円 (対前年度予算比 ３，５００万円 ７．３％) 

 

令和５年度の地方譲与税・各交付金は、国の地方財政計画を参考に見込んでいます。 

(単位：千円・％) 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

129,200 129,500 ▲ 300 ▲ 0.2

地方揮発油譲与税 29,000 30,000 ▲ 1,000 ▲ 3.3

自動車重量譲与税 85,000 86,000 ▲ 1,000 ▲ 1.2

森林環境譲与税 15,200 13,500 1,700 12.6

700 700 0 0.0

2,800 2,500 300 12.0

4,300 2,900 1,400 48.3

16,000 9,300 6,700 72.0

284,000 263,000 21,000 8.0

58,000 54,000 4,000 7.4

10,000 8,000 2,000 25.0

5,500 5,500 0 0.0

減収補てん特例交付金 5,500 5,500 0 0.0

1,400 1,500 ▲ 100 ▲ 6.7

511,900 476,900 35,000 7.3

科　　目

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

国有提供施設等所在市町村助成交付金

地方譲与税

法人事業税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

合　　計

自動車税環境性能割交付金

 

消費税、地方消費税については、平成２６年４月１日に５％から８％、さらに令和元年１０月

１日には１０％に税率が引き上げられました。 

 消費税率（国・地方）引き上げの趣旨は、主として今後も増加が見込まれる「社会保障４経

費」（制度として確立された年金、医療・介護の社会保障給付、少子化に対処するための施策

に要する経費）の財源確保にあることから、引き上げ分の地方消費税収は「消費税法第１条

第２項に規定する経費（社会保障４経費）その他社会保障施策に要する経費」に充てるものと

されています。 

令和５年度 ⼀般会計予算における地⽅消費税交付⾦（社会保障財源化分）が充てられる社会保障施策の経費

(単位︓千円) 

国庫⽀出⾦ 道⽀出⾦ 地⽅債 その他
地⽅消費税交付⾦

（社会保障財源化分）
その他

2,309,416 557,555 368,930 48,400 76,358 152,000 1,106,173

経費
特定財源

財源内訳

⼀般財源

 

-8-



 

一般会計 

■ 地方交付税 

３０億８，８００万円 (対前年度予算比 ６，７００万円 ２．２％) 

 

令和５年度の地方交付税については、国の地方財政計画を参考に見込み、普通交付税

の振り替えである臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税は、３１億１，５００万円で

す。(対前年度予算比 ▲３，６００万円 ▲１．１％) 

                                             (単位:千円・％) 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

3,088,000 3,021,000 67,000 2.2

普通交付税 2,873,000 2,826,000 47,000 1.7

特別交付税 215,000 195,000 20,000 10.3

27,000 130,000 ▲ 103,000 ▲ 79.2

3,115,000 3,151,000 ▲ 36,000 ▲ 1.1

地方交付税

臨時財政対策債

実質的な交付税

区　　分

 

 

【地方交付税、臨時財政対策債の年度別推移】 

(単位:億円) 

 

※注  平成２６年度から令和３年度は決算額、令和４年度は決算見込み額、令和５年度は当初予算額 
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一般会計 

■ 国・道支出金 

◎国庫支出金は、１１億５，７０６万４千円  

(対前年度予算比 ▲２億３，２３３万３千円 ▲１６．７％) 

【国庫支出金】 

 (単位:千円・％) 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

1,157,064 1,389,397 ▲ 232,333 ▲ 16.7

0 244,064 ▲ 244,064 皆減

244,021 225,078 18,943 8.4

214,632 212,562 2,070 1.0

25,285 27,843 ▲ 2,558 ▲ 9.2

22,725 23,295 ▲ 570 ▲ 2.4

2,474 11,981 ▲ 9,507 ▲ 79.4

44,870 35,953 8,917 24.8

113,699 17,395 96,304 553.6

351,960 517,227 ▲ 165,267 ▲ 32.0

162,941 221,771 ▲ 58,830 ▲ 26.5

47,319 148,592 ▲ 101,273 ▲ 68.2

36,800 36,064 736 2.0

104,900 110,800 ▲ 5,900 ▲ 5.3

障害者自立支援給付費等

(主な内訳)

国庫支出金の計

区　　分

子ども・子育て支援交付金　

教育・保育給付費負担金

防災行政無線整備（デジタル化）

町営住宅整備

農業経営高度化促進

道路更新防災等対策

デジタル田園都市国家構想交付金
（旧：地方創生推進交付金）

防衛省関係

障害防止事業

民生安定事業

防音事業関連

調整交付金事業
 

 

◎道支出金は、６億７５３万５千円 (対前年度予算比 ４２８万５千円 ０．７％) 

【道支出金】 

 (単位:千円・％) 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

607,535 603,250 4,285 0.7

117,952 112,861 5,091 4.5

107,591 104,238 3,353 3.2

4,224 2,524 1,700 67.4

16,149 16,869 ▲ 720 ▲ 4.3

5,398 3,829 1,569 41.0

9,375 3,750 5,625 150.0

1,010 4,900 ▲ 3,890 ▲ 79.4

多子世帯の保育料軽減支援

北海道子ども・子育て支援交付金

教育・保育給付費負担金

障害者自立支援給付費等

区　　分

農業次世代人材投資

次世代農業促進生産基盤整備特別対策

(主な内訳)

道支出金の計

地域づくり総合交付金
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一般会計 

■ 町債 

◎町債は、３億５，６７０万円 (対前年度予算比 ▲１億１，６３０円 ▲２４．６％) 

 臨時財政対策債は、令和４年度から１億３００万円減の２，７００万円を見込んでいます。通

常債は令和４年度当初予算より１，３３０万円減の３億２，９７０万円を見込んでいます。これ

は、町営住宅整備事業などが増となっているが、防災行政無線整備（デジタル化）の皆減が

要因です。 

 

【年度別町債発行額の推移】                              

 (単位:百万円) 

 

※注 1 平成２６年度から令和３年度は決算額、令和４年度は決算見込み額、令和５年度は当初予算額 

※注２ 減収補てん債とは、普通交付税の「基準財政収入額」の算定における収入額に対し、年度途中におい

て実際の収入見込額がその額を下回る地方公共団体が、その財源補てん措置として減収見込額を限度

として発行する地方債です 
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一般会計 

■ その他の収入 

◎繰入金は、１億５，３０７万円 (対前年度予算比 １，８２５万１千円 １３．５％) 

※ うち５千円は、他会計繰入金 

(単位:千円) 

基　金　名 令和５年度 令和４年度 差引額
令和４年度
残高予定額

令和５年度充当事業

財政調整基金 0 0 0 624,460

公共施設整備基金 69,000 50,000 19,000 1,278,921

保健福祉総合センターボイラー更新　1,000
町道改良舗装　3,000
クリーンセンター施設整備　37,000
町道維持費　15,000
上富良野小学校（講堂）防音機能復旧事業　13,000

減債基金 0 0 0 455,569

農業振興基金 13,400 13,700 ▲ 300 159,436
中山間地域等直接支払事業 10,000
多面的機能支払交付金事業　3,000
上富良野地区道営農村地域防災減災事業　400

十勝岳と共生するまちづくり応援基金 10,000 24,200 ▲ 14,200 408,394

「泥流地帯」映画化事業　1,000
ジオパーク推進事業　3,000
商工振興費一般管理費　1,000
郷土館管理費　5,000

国内外交流推進基金 2,440 4,300 ▲ 1,860 53,596
上富良野西小学校管理運営費　900
上富良野青少年国内外交流派遣事業　1,540

地域福祉基金 29,000 19,000 10,000 180,752
母子保健事業　3,000
在宅福祉推進費　6,000
予防接種事業　20,000

児童生徒教育振興基金 15,500 4,500 11,000 104,769

特別支援教育事業　7,000
就学・教育相談事業　1,000
放課後児童健全育成事業　5,000
放課後子ども教室事業　1,000
児童生徒表彰　100
図書館運営費　1,400

ラベンダーの里ふるさと応援基金 6,500 10,300 ▲ 3,800 65,334
かみふらの十勝岳観光協会運営費補助　3,500
観光諸行事負担　3,000

森林環境譲与税基金 2,225 3,814 ▲ 1,589 8,668 林業担い手育成　2,225

特定防衛施設周辺整備調整交付金基金 5,000 5,000 0 5,007 予約型乗合タクシー運行 5,000

基金計 153,065 134,814 18,251 3,344,906
 

 

◎繰越金は、６，０００万円 (対前年度予算比 ±０千円 ０．０％) 

繰越金は、決算の実績などから予算執行率を９９％以上を目標として定めていることから

前年度と同額の６，０００万円を見込んでいます。 

 

◎諸収入は、２億１，９６９万１千円 (対前年度予算比 ２，４１９万６千円 １２．４％) 

諸収入は、Ｂ＆Ｇ財団助成金の増のほか、災害共済（白銀荘屋根修繕工事）、他市町村

一般廃棄物処理料負担の増を見込んでいます。
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一般会計 

②歳出の状況 

【歳出款別集計表】 

(単位:千円・％) 

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

議会費 57,556 0.7 61,392 0.8 ▲ 3,836 ▲ 6.2

総務費 1,156,578 15.1 1,300,024 16.8 ▲ 143,446 ▲ 11.0

民生費 1,718,465 22.4 1,712,500 22.2 5,965 0.3

衛生費 876,139 11.4 924,210 12.0 ▲ 48,071 ▲ 5.2

労働費 685 0.0 685 0.0 0 0.0

農林業費 407,737 5.3 458,490 5.9 ▲ 50,753 ▲ 11.1

商工費 202,682 2.6 193,672 2.5 9,010 4.7

土木費 1,105,406 14.4 939,119 12.2 166,287 17.7

教育費 438,472 5.7 362,880 4.7 75,592 20.8

公債費 851,845 11.1 879,191 11.4 ▲ 27,346 ▲ 3.1

給与費 847,435 11.0 870,837 11.3 ▲ 23,402 ▲ 2.7

予備費 20,000 0.3 20,000 0.2 0 0.0

合　計 7,683,000 100.0 7,723,000 100.0 ▲ 40,000 ▲ 0.5

比較増減令和５年度
科　目

令和４年度

 

 

【令和５年度歳出款別構成】 
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一般会計 

◎主な款別歳出の増減 

■ 議会費 

５，７５５万６千円 (対前年度予算比 ▲３８３万６千円 ▲６．２％) 

 議員報酬などの減少により、減となっています。 

 

■ 総務費 

１１億５，６５７万８千円 (対前年度予算比 ▲１億４，３４４万６千円 ▲１１．０％) 

 ふるさと応援寄附モニター事業の増、各種選挙の執行（知事、道議会議員、町議会議員）な

どにより増となっていますが、防災行政整備（デジタル化）が完了に伴い減となっています。 

 

■ 民生費 

１７億１，８４６万５千円 (対前年度予算比 ５９６万５千円 ０．３％) 

 障害者福祉サービスに係る介護給付費、保健福祉総合センターボイラー更新、新子どもセ

ンターの備品整備などの増加により、増となっています。 

 

■ 衛生費 

８億７，６１３万９円 (対前年度予算比 ▲４，８０７万１千円 ▲５．２％) 

 クリーンセンター管理費が増となっていますが、新型コロナウイルスワクチン接種費、町立

病院補助等、旭野地区飲料水供給施設整備事業の減少により、減となっています。 

 

■ 労働費 

６８万５千円 (対前年度予算比 ±０千円 ０．０％) 

 

■ 農林業費 

４億７７３万７円 (対前年度予算比 ▲５，０７５万３千円 ▲１１．１％) 

 演習場周辺農業用施設設置助成、富良野広域で実施する道営草地畜産基盤整備事業に

対する負担、農村地域防災減災事業等の道営事業の減少により、減となっています。 

 

■ 商工費 

２億２６８万２千円 (対前年度予算比 ９０１万円 ４．７％) 

 かみふらの十勝岳観光協会運営費補助、観光諸行事負担（ラベンダーフェスタ等）の増加

により、増となっています。 
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一般会計 

■ 土木費 

１１億５４０万６千円 (対前年度予算比 １億６，６２８万７千円 １７．７％) 

  南部地区土砂流出対策が減少となっていますが、町営住宅管理（遊具修繕）、町営住宅

泉町南団地５号棟建設及び外構整備、町道維持費、北２４号道路舗装補修、上富良野演習

場土砂流出対策、橋梁長寿命化修繕事業の増加により、増となっています。 

 

■ 教育費 

４億３，８４７万２千円 (対前年度予算比 ７，５５９万２千円 ２０．８％) 

スクールバス購入、上富良野町青少年国内外交流派遣事業などで減少となっていますが、

特別支援教育事業（上富良野小学校支援員１名増）、教育支援センター設置、上富良野小学

校（講堂）防音機能復旧事業、小中学校整備、分館管理費、郷土館管理費（十勝岳ジオパー

ク拠点施設としての改修）、パークゴルフ場管理費の増加により、増となっています。 

 

■ 公債費 

８億５，１８４万５千円 (対前年度予算比 ▲２，７３４万６千円 ▲３．１％) 

 元金償還金については、平成２４年度単独災害普及事業債（公共土木、農業用施設）等の

償還完了などにより、減となっています。 

 

■ 給与費 

８億４，７４３万５千円 (対前年度予算比 ▲２，３４０万２千円 ▲２．７％) 

 令和４年度の人事院勧告を反映した給与改定、職員の退職により、減となっています。 

 

【歳出款別比較】 

(単位:百万円) 
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一般会計 

【歳出性質別集計表】 

(単位:千円・％) 

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

人件費 1,097,592 14.3 1,091,275 14.1 6,317 0.6

扶助費 1,228,944 16.0 1,179,494 15.3 49,450 4.2

公債費 751,804 9.8 779,147 10.1 ▲ 27,343 ▲ 3.5

物件費 1,376,545 17.9 1,178,445 15.3 198,100 16.8

維持補修費 24,402 0.3 22,423 0.3 1,979 8.8

補助費等 1,258,655 16.4 1,217,006 15.8 41,649 3.4

繰出金 647,017 8.4 662,269 8.6 ▲ 15,252 ▲ 2.3

出資金・貸付金 110,788 1.4 129,108 1.7 ▲ 18,320 ▲ 14.2

投資的事業費 1,052,239 13.7 1,343,819 17.4 ▲ 291,580 ▲ 21.7

その他 135,014 1.8 120,014 1.6 15,000 12.5

合　計 7,683,000 100.0 7,723,000 100.0 ▲ 40,000 ▲ 0.5

比較増減
科　目

令和５年度 令和４年度

 

 

【令和５年度歳出性質別構成】 
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一般会計 

■ 義務的経費 

◎義務的経費は、３０億７，８３４万円 (対前年度予算比 ２，８４２万４千円 ０．９％) 

 人件費は地域おこし協力隊員の新規採用により、０．６％の増となっています。 

扶助費については、障害福祉サービスに係る介護給付費の増、子ども医療給付の増など

により、４．２％の増となっています。 

また、公債費については、平成２４年度単独災害復旧事業債（公共土木、農業用施設）等

の償還完了等により、３．５％の減となっています。 

 

◎一般会計総額に対する義務的経費の割合 ４０．１％ (対前年度予算比 ０．６％) 

【義務的経費】 

                                             (単位:千円) 

    

科　目 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

人件費 1,097,592 1,091,275 6,317 0.6

扶助費 1,228,944 1,179,494 49,450 4.2

公債費 751,804 779,147 ▲ 27,343 ▲ 3.5

合　　計 3,078,340 3,049,916 28,424 0.9  

 

【義務的経費の年度別推移】 

(単位:百万円) 

 

※注  平成２６年度から令和３年度は決算額、令和４年度は決算見込み額、令和５年度は当初予算額 
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一般会計 

■ 投資的経費 

◎投資的経費は、１０億５，２２３万９千円 (対前年度予算比 ▲２億９，１５８万円 ▲２１．７％) 

 上富良野小学校（校舎）防音機能復旧事業、町営住宅泉町南団地５号棟建設及び外構整

備、北２４号道路舗装補修、上富良野演習場土砂流出対策、橋梁長寿命化修繕事業が増加

となっていますが、防災行政無線整備（デジタル化）の事業完了により減少し、２１．７％の減

となっています。 

 

【投資的経費】 

  (単位:千円・％) 

令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

1,052,239 1,343,819 ▲ 291,580 ▲ 21.7

補　助 718,610 929,497 ▲ 210,887 ▲ 22.7

単　独 333,629 414,322 ▲ 80,693 ▲ 19.5

1,052,239 1,343,819 ▲ 291,580 ▲ 21.7

科　目

普通建設事業

合　　計  

 

【投資的経費の年度別推移】 

(単位:百万円) 

 

※注  平成２６年度から令和３年度は決算額、令和４年度は決算見込み額、令和５年度は当初予算額 
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一般会計 

■ その他の経費 

◎物件費は、１３億７，６５４万５千円 (対前年度予算比 １億９，８１０万円 １６．８％) 

新型コロナウイルスワクチン接種が減となっておりますが、ふるさとモニター事業の拡充、

町道維持費、エネルギー価格高騰による燃料費等の増により、令和４年度に比べて１６．８％

の増となっています。 

◎維持補修費は、２，４４０万２千円 (対前年度予算比 １９７万９千円 ８．８％) 

社会教育総合センター床ワックス塗布の完了により減となっておりますが、役場庁舎の玄

関自動ドア、Ｂ＆Ｇ海洋センター鉄骨塗装などの修繕の増により、令和４年度に比べて８．

８％の増となっています。 

◎補助費等は、１２億５，８６５万５千円 (対前年度予算比 ４，１６４万９千円 ３．４％) 

「泥流地帯」映画化を進める会負担、町立病院補助・負担が減となっておりますが、富良野

広域連合負担、商工振興事業補助、かみふらの十勝岳観光協会運営費補助、観光諸行事

負担(ラベンダーフェスタ)が増したことから、令和４年度に比べて３．４％の増となっています。 

◎出資金・貸付金は、１億１，０７８万８千円(対前年度予算比 ▲１，８３２万円 ▲１４．２％) 

出資金は、病院会計において、令和４年度に比べて１，８３２万円の減となっています。 

◎繰出金は、６億４，７０１万７千円 (対前年度予算比 ▲１，５２５万２千円 ▲２．３％) 

国民健康保険特別会計に対する保険基盤安定の減、後期高齢者医療特別会計に対する

事務費の増、介護保険特別会計に対する地域支援事業の減及び職員給与、事務費の増、ラ

ベンダーハイツ事業特別会計に対する燃料高騰対策の増、簡易水道事業特別会計に対する

元利償還の増、公共下水道事業特別会計への元利償還の減により、令和４年度に比べて１，

５２５万２千円の減となっています。 

(単位:千円) 

会　　計　　名 令和５年度 令和４年度 比　　較 摘　　　要

国民健康保険
特別会計

123,859 126,061 ▲ 2,202

保険基盤安定▲2,242　職員給与費等▲720　出
産育児一時金等477　地方単独事業医療費▲
100　事務費424　若年者健診▲41

後期高齢者医療
特別会計

56,664 55,752 912
保険基盤安定▲565　高齢者保健事業・介護予
防一体的実施▲191　事務費1,668

介護保険
特別会計

188,126 185,355 2,771

介護給付費▲1,245　地域支援事業▲2,848　職
員給与2,300　事務費4,347　利用者負担軽減負
担217

ラベンダーハイツ事業
特別会計

57,652 52,949 4,703

経営安定化対策4,866　看護師処遇改善1,152
利用者負担軽減▲320　企業債償還▲1　施設整
備▲3,963　感染対策▲889　燃料高騰対策3,858

簡易水道事業
特別会計

57,148 48,167 8,981
元利償還6,462　一般管理2,527　一時借入金利
子分▲8

公共下水道事業
特別会計

163,568 193,985 ▲ 30,417
元利償還▲29,212　不明水▲541　雨水処理▲
549　受益者負担▲115

合　計 647,017 662,269 ▲ 15,252
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一般会計 

③地方債及び積立金現在高の状況 

■ 地方債現在高 

 令和５年度末の地方債の残高予定額は、６７億３，６３７万６千円で令和４年度と比較して３

億５，７２１万円減少しています。 

(単位:千円) 

令和４年度末
現在高予定額

令和５年度
地方債発行予定額

令和５年度
元金償還額

令和５年度末
現在高予定額

7,093,586 356,700 713,910 6,736,376
 

 

【地方債現在高の年度別推移】 

(単位:億円) 

 

※注 平成２６年度から令和３年度までは確定額、令和４年度は決算見込み額、令和５年度は予定額 
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一般会計 

■ 積立金現在高 

 令和５年度末の積立金現在高予定額は、３３億６８５万９千円で令和４年度と比較して３，８

０５万１千円減少しています。 

 これは令和５年度中に、公共施設整備基金６，９００万円、十勝岳と共生するまちづくり応援

基金１，０００万円、地域福祉基金２，９００万円、児童生徒教育振興基金１，５５０万円、ラベ

ンダーの里ふるさと応援基金６５０万円など合計で１億５，３０６万５千円の支消、町立病院建

て替えの財源確保に向けて減債基金に１億円積立することによるものです。 

(単位:千円)    

種　　類
令和４年度末現在高

予定額

令和５年度支消

予定額

令和５年度積立

予定額

令和５年度末

現在高予定額

財政調整基金 624,460 0 1 624,461

減債基金 455,569 0 100,001 555,570

特定目的基金 2,264,877 153,065 15,012 2,126,824

合　　計 3,344,906 153,065 115,014 3,306,855
 

 

【積立金現在高の年度別推移】 

(単位:億円) 

 

※注 平成２６年度から令和３年度までは確定額、令和４年度決算見込み額、令和５年度は予定額 
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特別会計 

(２)特別会計の概要 

①国民健康保険特別会計 

◎総額 １１億 7,700 万円 (対前年度予算比 ▲６７，０００万円 ▲５．４％)  

国民健康保険特別会計は、主に被保険者の減少等に伴う医療給付費の減とそれに伴う事

業納付額の減となっており、今後におきましても、特定健診と保健指導に重点を置いた生活

習慣病予防等を実施し、医療費の抑制を図りながら、保険者として北海道とともに、健全で安

定的な国保運営を進め、加入者が安心して医療を受けられる体制の維持・確保に努めてま

いります。 

 

②後期高齢者医療特別会計 

◎総額 １億８，６２５万４千円 (対前年度予算比 ５１３万２千円 ２．８％) 

 後期高齢者医療特別会計は、被保険者の増加による保険料負担金の増により、増額とな

っています。 

 

③介護保険特別会計 

◎総額 １０億９，２２５万７千円 (対前年度予算比 ▲４７６万円 ▲０．４％) 

介護保険特別会計は、高齢者数は減少するものの、高齢化率は増加しています。要介護

者が増加にはなっているものの要介護度が高い方が減少し、1 人あたりの介護費用額が減

少しているため、保険給付費が減少となっています。 

 

④ラベンダーハイツ事業特別会計 

◎総額 ３億４，０７７万７千円 (対前年度予算比 １，０９４万６千円 ３．３％) 

 ラベンダーハイツ事業特別会計は、平成２７年度の介護報酬改定による給付費減少などに

より、平成２７年度において赤字となったことから、平成２８年度からは運営安定化のため一

般会計からの繰入を行っていますが、引き続き介護サービスの質の向上などに取り組み、稼

働率、利用率を向上させ効率的な運営を図ります。令和５年度は人件費の上昇、物価高騰の

影響により増額となっています。 

 

⑤簡易水道事業特別会計 

◎総額 1 億２，８０７万６千円 (対前年度予算比 ５，５９９万１千円 ７７．７％) 

 簡易水道事業特別会計は、西部地区静修浄水場ﾎﾟﾝﾌﾟ設備更新工事、検満量水器取替工

事等に伴う事業費の増及び地方債元金償還金の増により、増額となっています。 

 

⑥公共下水道事業特別会計 

◎総額 ３億６，２４８万６千円 (対前年度予算比 ▲２億３，４４６万７千円 ▲３９．３％) 

 公共下水道事業特別会計は、道道吹上上富良野線整備事業に伴う雨水管新設工事及び

汚水管新設工事、計画策定業務、下水道経営戦略見直し業務の完了により、減額となってい

ます。 
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公営企業 

(３)公営企業会計の概要 

①水道事業会計 

◎収益的収支 １億６，０２４万９千円 (対前年度予算比 ▲５２９万２千円 ▲３．２％) 

 収益的収入は、給水戸数、給水量の減により料金収入減を見込んでいます。 

 収益的支出は、日の出浄水場屋根防水補修等による修繕費の増及び水道事業経営戦略

見直し策定業務による委託料の増となっています。 

◎資本的収支 １億４，２１９万５千円 (対前年度予算比 ▲１億３，０６５万円 ▲４７．９％) 

 資本的収支は、道道吹上上富良野線整備事業に伴う配水管移設費用の減及び日の出浄

水場電気計装設備更新工事の減により、減額となっています。 

 

②病院事業会計 

◎収益的収支 １０億１９１万７千円 (対前年度予算比 ７３０万４千円 ０．７％) 

収益的収支は、公衆衛生活動費等の増収見込みと物価高騰による経費の増加により増額

となっています。 

◎資本的収支 １０億４，５４８万１千円 (対前年度予算比 ８億７，８７３万９千円 ５２７．

０％) 

 資本的収支は、町立病院改築整備に係る実施・外構設計、外構・基礎工事、地中熱設備導

入工事費用の計上などにより増額となっています。 

 

【特別会計・公営企業会計年度別当初予算額の推移】 

(単位百万円) 
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